
 3月27日（木）船引運動場応急仮設住宅第２集会所で、復興応援隊主催の「住民交流・座談会」を開催しました。 

4月の避難指示解除に向け特にテーマは設けず、参加された皆さんが思っていることをざっくばらんに話す場として企

画しました。当日は約20人の仮設住宅のかたに参加していただき、テーブルごとに分かれてさまざまな話しを聞くこ

とができました。その一部を抜粋してご紹介します。 

「住民交流・座談会」を開催しました！ 

 最後に、これからの都路について、「やはりこれからは『若い人』

そして『女性』の力が必要と思っています。若者・女性、それぞれに

自分の地域への考え方や思いがありますし、何よりこの人たちが頑

張ってくれるのは、地域にとって非常に良いことだと思います。ただ、

そのためには当然自分たちもしっかりしていかなければならない。で

ないとそういった人たちがついて来ないですから。まだまだ人も少な

いけれど、まずは今できることをやる。そして、これから戻って来る

人たちと協力し合って、少しずつ先に進んでいきたいと思います。み

んなで頑張って行きましょう」と、力強く話してくれました。 

坪井久夫さん 
つぼい  ひさお 

 今回の「今月のこの人」は、都路でいち早く農業を再開し、さらに、

これからの都路に向けて盛んに活動している坪井久夫さんをご紹介しま

す。 
 

 久夫さんは、昨年の春から少しづつ農業を再開し、8月からの長期宿

泊期間、そして今回の避難指示解除を受け、震災以前と変わらない本格

的な農業の再開に乗り出しました。再開にあたり久夫さんは、「避難指

示解除前と解除後、仕事の内容は同じでもやはり込める気持ちが全く違

います。今まで以上に胸を張って農業に打ち込めることは、本当にうれ

しいことです。それに合わせて、今年からは稲作を震災前とほぼ同じ規

模にまで広げ、新たにトマトの栽培も始めます」と話してくれました。 

 また、「都路の復興を祈念して」との思いから”さくら絆

プロジェクト”を企画。自宅の裏山に桜の苗を植樹しました。

「しかし、いざ実行となると大変だったんです」と話す久夫

さんですが、そんな時に励みになったのは、周囲の人たちの

手助けだったと言います。「自分が困っていても、何かをや

ろうとすればそれを助けてくれる人がいる。そんな人たちが

いたからこそ今回の企画が実行できたと思いますし、皆さん

には本当に感謝しています。そしてこの企画が、これからの

都路の復興の『先駆け』になってくれればと思っています。

きれいな花々に彩られた山を楽しみにしていてください」と

語ります。 

◎今回の座談会では不安や課題・希望などが多くあり、今後もこのような機会が大切であると認識しました。テーマや開

催場所、年代等を考慮しながら随時開催する予定です。また、座談会の方法についてご意見などございましたらぜひお寄

せください。 

●農業関係● 
 

  「稲作を再開するが先に頑張っている人がいるのは非常に心強い」 
 

   「獣害が予想されるが、新たに電気牧柵を設置するのに人手が必要」 

「3年間のブランクがあるため体力が心配」 

●生活に関すること・座談会について● 
 

  「20km圏・30km圏の分断が言われているが、 

お互いの気持ちを分かりあうべきだと思う」 

「今回の座談会が無かったら自分の思いを話す 

  機会が無かったと思う」 

●放射線量関係● 

      「除染後の線量について各個人宅が安全か危険かを専門家に分析してもらいたい」 

   「空間線量と年間被ばくの関係を可視化して理解できるようにしてほしい」 

●帰還関係● 
 

     「帰還するとは言え年配者ばかりが帰る傾向にあるのは仕方のない事」 

   「在宅医療が可能になるとありがたい」 

「４月から小中学校が再開するが、これをきっかけに子どもたちの 

 声が聞こえてくるような都路に戻って行ってほしい」 

♨



圏の分断が言われているが、 

●編集後記● 

おかげさまで「いいね！みやこじ」は第4

号が発行となりました。「見たよ」「知っ

てるよ」という声を聞くことも増えてきて

うれしい限りです。避難指示の解除や学校

の再開、復興応援隊も交流座談会を開催し

たなど、さまざまな動きがありました。掲

載したい内容がたくさんあったため今号は

特大号とさせていただきました。今後も都

路の情報を広く掲載していこうと思います

ので、ぜひご愛読ください。 青木 

都路に帰還して生活を始めたかた、避難生活が続くかた、子

育て環境に不安や心配なことはありませんか？お子さんのこ

と、ママ自身のことも含めてみんなでお話しませんか？経験

やアイディアをお互いに分かち合いましょう！ 
 

「だいじょうぶ」「よくやっている」「ホッとする」 

そんな気持ちになれたらいいなと思います 
 

※参加費は無料です。申し込みの必要はありません。 

お気軽にお越しください。 

★都路・田村市内で子育てをしている方★ 

◇5月14日(水)◇ 

 時間：9：30～11：30  

 場所：岩井沢児童館 

 対象：0歳から就学前の親子 

【お問い合わせ先】 

岩井沢児童館 電話：0247-75-2532 

お帰りなさい会 
 4月に入り、都路の小・中学校・こども園が3年ぶりに

再開しました。7日（月）の各学校入学・始業式、9日

（水）のこども園での入園式に合わせて「都路での学校

再開を祝う会」（お帰りなさい会）が開かれました。 

 「お帰りなさい 都路へ」と書かれた横断幕を有志で用

意し、ゆるキャラの「カブトン・カブリン・カブっち」

も一緒に校門で子どもたちを迎えました。歓迎ムードで、

「やっぱり、子どもたちが戻ってくるのはいいね」と話

す方がいたり、「入学おめでとう」と新入生に大勢で声

をかけたり、中にはカブトンたちと一緒に記念撮影する

場面も見られました。 

 
足湯は足先を温めることによって血液の循環を良くし、疲労回

復、冷え症・むくみの解消など、優れた効果を発揮します。 

くつろげる雰囲気の中、お茶っこもありますので、この機会に

お気軽ご参加ください。 
 

♪ボランティアさんが補助、簡単なマッサージを行います♪ 

※参加費は無料です。申し込みの必要はありません。 

✿4月27日(日)✿ 

 時間： 9：00～12：00 

 場所：大久保生活改善センター 

 持ち物：足ふき用タオル1枚 

【お問い合わせ先】 

田村市復興応援隊 電話：0247-61-5153 

         携帯：080-5842-1467（渡邊） 

✿4月26日(土)✿ 

 時間：13：30～16：30  

 場所：上岩井沢生活改善センター 

 持ち物：足ふき用タオル1枚 

♨4月26・27日に都路町内2カ所で、足湯の会を開催します♨ 

●岩井沢店● 

 開店前の忙しさも一つの活気だと思いました。開店後は

久しぶりに友達に会い「開店できて良かったね」と言われ

うれしい思いです。スタッフ同士で「これがあったらいい

ね」と話をしながらお店をやっていますので、ご要望があ

りましたらいつでもスタッフまでどうぞ！ 
 

都路町商業施設 

★Domo ど～も★ 
2店同時オープンしました！ 

●古道店● 

 小中学校・こども園が再開したタイミングで開店できた

ので良かったです。都路に商業施設ができたことは安心材

料の一つになると思います。今後はお客さんからの希望に

添える店にしていきたいと思います。お食事など休憩ス

ペースもありますのでお気軽にお立ち寄りください。 

 4月6日（日）に古道・岩井沢の2カ所に商業施設

「Domo」がオープンしました！都路町内の商店さんが

集まり、日用品や食品、お食事などを提供しています。

皆さんはもう行かれましたか？今回はそれぞれのお店の

魅力を店長さんに伺いました。 

古道店 岩井沢店 


